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経済産業省「『未来の教室』実証事業」における 「女性復職支援事業」に参画
～即戦力人材の女性がスキルを活かせる柔軟な働き方「プロジェクト型就業」での復職サポート～

プロフェッショナル人材のシェアリングサービスを運営する株式会社サーキュレーション（本社：東京都渋谷区、
代表取締役：久保田雅俊、以下サーキュレーション）は、経済産業省の公募事業である「未来の教室」実証事業
（平成29年度補正学びと社会の連携促進事業(「未来の教室」学びの場創出事業)）において行われる実証事業の一
つ「女性復職支援事業」に取り組むことが決定いたしました。
また、本実証事業の一環として、専門性を活かして柔軟な働き方での復職を希望する女性向けのイベント「時間・
場所・ライフイベントにとらわれない、これからのワークスタイルセミナー ～これまでの経験スキルを活かして、
2つめ・3つめのタグを増やす～」を、9月27日にサーキュレーション本社にて開催します。

経済産業省「未来の教室」実証事業について
経済産業省「未来の教室」実証事業（平成29年度補正学びと社会の連携促進事業(「未来の教室」学びの場創出事業)）は株式会社ボ
ストン・コンサルティング・グループ(以下、BCG)が2018年4月に経済産業省より受託した事業であり、BCG は、当該事業の運営
主体として、「『未来の教室』実証事業」を立ち上げ、実証事業を含む複数の事業の組成・運営・管理を行います。この事業編成の
もと、本事業の「女性復職支援事業」を PwCコンサルティング合同会社(以下、PｗC)がBCGより受託し、その事業の一部をサー
キュレーションがPｗCより受託致しました。

「未来の教室」実証事業（平成29年度補正学びと社会の連携促進事業(「未来の教室」学びの場創出事業)）は、a.「未来の教室」創
出を目的とした実証事業、b.「現実の社会課題」を題材とした実践的能力開発プログラムを通じた実証事業、c.産業界が抱える社会
課題を解決するための能力・スキル開発を目的とした実証事業、の3類型にわかれており、サーキュレーションが受託した「女性復
職支援事業」は、c類型にあたります。c類型は、「リカレント教育を対象とし、産業界が抱える課題を解決するために必要な特定
の能力・スキル習得プログラムの実証を行うこと」を目的としています。

サーキュレーションは、これまで、プロフェッショナル人材のシェアリングサービスを通じ、プロ人材に対して、就業の頻度や時間、
場所を自身で選択し、高い専門性を発揮することができるプロジェクト型（業務委託）就業を支援してきました。
本実証事業を推進するにあたり、プロジェクト型就業の支援で培ったノウハウを活用し、専門職種での高いスキルもしくはマネジメ
ント経験を有し、育成なしに即戦力となりうる女性（以下即戦力人材の女性）がプロジェクト型就業で復職する時に必要とするスキ
ルの特定と、その学習を可能にする学び直しプログラムの開発を行います。合わせて、2019年度以降、本実証事業を自社事業とし
て自走化するべく、「復職希望の女性人材」のスキル標準の策定及びそれらの育成/支援に向けたプログラムの開発を行います。

▼経済産業省 「未来の教室 Learning Innovation」 に関するプレスリリース
http://www.meti.go.jp/press/2018/08/20180827001/20180827001.html

左：PwCコンサルティング合同会社 公共事業部 マネージャー 林 真依 氏
中央：株式会社サーキュレーション 女性活躍推進プロジェクト 代表 信澤 みなみ
右：経済産業省 経済社会政策室 室長補佐 関 日路美 氏



本実証事業は、2019年1月31日までの期間、復職支援における各ステップの課題（①母集団形成、②キャリアコンサルティング、
③学び直し、④受入企業開拓・インターンシップ、⑤事業化に向けたマネタイズ手法の確立）を解決するためのポイントを探り、一
連の流れおよび事業のマネタイズポイントを体系化すること、また女性が復職時に必要とするスキルを特定し、その学習を可能にす
る学び直しプログラムを開発することを目的として実施致します。

サーキュレーションが主に支援対象とするのは、育児や介護などの理由から就業可能時間に制限がある、即戦力人材の女性となりま
す。
また、就業形態としては、自分に合ったペースでの就業と専門性の発揮を両立させるために、プロジェクト型（業務委託）就業を前
提としています。

本実証事業参画の背景

本実証事業における取り組み

企業の人材不足が深刻化する一方で、総務省統計局によると働く意欲があるにも関わらず就業が実現しない女性は約262万人存在し
ています。
また、その担い手は現状自治体等を中心とした官が主で民間事業者による支援インフラは、ほぼ整っていないという大きな課題があ
ります。

サーキュレーションは、本実証事業において、高いスキルを保有しているにも関わらず、就労可能時間に制限があるために、時間管
理型の正社員など時間が固定された形態での就業が難しく、能力を活かしきれていない即戦力人材の女性に対して、キャリアコンサ
ルティングや学び直しプログラム、インターンなどのお試し就業の機会を提供することで、プロジェクト型就業での復職を支援しま
す。

スキルのアップデートを行った上で十分に専門性を発揮できるプロジェクトへの参画、自分のペースにあった働き方ができるプロ
ジェクト型就業での復職をサポートすることで、より多くの女性の復職の可能性が高まります。また、人材不足に悩む企業にとって
も採用・育成コストをかけずに即戦力人材を活用できるというメリットがあります。

この、日本経済の課題である「人材不足」と「女性の復職」を解決するにあたり、女性の復職支援事業を持続可能なビジネスとして
提供することを目的として本実証事業に参画致しました。

プロジェクト型就業での復職支援を通じて女性の活躍を推進していくことで、日本全体の経済発展に寄与して参ります。



本件に関するお問い合わせ先

株式会社サーキュレーション（広報／今村 有美）
TEL :  03 -6256-0467
FAX:  03 -6256-0476

Ema i l :  pub l ic _ re la t ions@c ircu .co . jp

「世界中の経験・知見が循環する社会の創造」という理念のもと、プロフェッショナル人材のシェアリング
サービスを運営しています。企業の抱える様々な課題・ミッションに焦点を当て、それらを解決できる高い専
門性を有したプロフェッショナル人材の経験・人脈をプロジェクトベースで活用いただく、オープン・イノ
ベーション（外部プロフェッショナル人材活用）コンサルティングを行なっています。
10,000名のプロフェッショナル人材のリソースから、企業の経営課題・業界・成長フェーズ・社風・経営にお
ける理念・思想を鑑み、企業に最適なプロフェッショナル人材を選出し、課題解決プロジェクトチームを組成
します。登録している20代から70代のプロフェッショナル人材は、対面でのインタビュー（及び電話
/skype）を実施し、独自の人材アセスメントにより、スキル・経験・志向性・人物について適正な評価・知見
を蓄積しています。2014年設立以来、プロジェクト実績は 800社／2,000プロジェクトを超えています。
(2018年9月現在)

本実証事業の一環として、人事・広報・経理など専門領域における経験を活かし、柔軟な働き方での復職を検討していらっしゃる方
向けに以下のイベントを開催します。
今後の取り組みについては、内容が確定次第、随時お知らせ致します。

■タイトル：時間・場所・ライフイベントにとらわれない、これからのワークスタイルセミナー
～これまでの経験スキルを活かして、2つめ・3つめのタグを増やす～

■日時：2018年9月27日（木）10:30~12:00（受付開始 10:00~）
■場所：サーキュレーション本社（渋谷区神宮前）
■詳細・申し込みページ：https://nomad-journal.jp/archives/8311

※お子様連れ参加歓迎※
調乳用お湯、オムツ替えスペース、簡易プレイマットのご用意がございます。 育児・子守り経験のある社員が当日参加し、サポー
トいたします。

今後の展開


